
(57)【要約】

【課題】　低侵襲性で、体内組織に実質的にダメージを

与えることなく、胃・食道逆流症の治療等のために有効

な器具及びその装着方法を提供する。

【解決手段】　局注手段２による局注がなされ、高周波

ナイフで切開した粘膜Ｍに、内視鏡１の処置具挿通チャ

ンネル１５に挿通させた掘進手段４の掘進用ループ４１

の先端におけるバルーン４２を潜り込ませて、バルーン

４２内に圧縮空気を送り込み、粘膜Ｍを筋層Ｎから剥離

し、バルーン４２を収縮させながら粘膜下層Ｌを掘進し

、粘膜Ｍと筋層Ｎとの間にトンネル状通路を円環状に連

通させた後、鉗子６により逆流防止器具５のリングワイ

ヤ５０を把持させ、このようにして形成したトンネル状

通路にその一方の球形部５１から他方の球形部５１まで

埋入させ、切開部分を縫合することにより、食道Ｅから

胃Ｇへの移行部に逆流防止器具５を留置する。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
拡 縮 可 能 な ル ー プ 状 の 可 撓 性 ワ イ ヤ か ら な り 、 両 端 に 球 形 膨 出 部 が 形 成 さ れ て 、 食 道 ま た
は 食 道 か ら 胃 へ の 移 行 部 の 粘 膜 下 層 に 形 成 さ れ る 通 路 内 に 埋 設 さ れ る 逆 流 防 止 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 可 撓 性 ワ イ ヤ は 少 な く と も １ 周 以 上 の ル ー プ か ら な り 、 そ の 直 径 が 約 １ ０ ｍ ｍ の 弾 性
ワ イ ヤ で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 逆 流 防 止 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 さ れ る 処 置 具 を 用 い て 消 化 管 に 逆 流 防 止 用 の 器 具
を 装 着 す る 方 法 で あ っ て 、
　 食 道 ま た は 食 道 か ら 胃 へ の 移 行 部 の 粘 膜 の 一 部 を 切 開 し て 、 粘 膜 下 層 の 部 位 に ト ン ネ ル
の 通 路 を 形 成 し 、
　 両 端 に 球 形 膨 出 部 を 設 け た ル ー プ 状 の 可 撓 性 ワ イ ヤ か ら な り 、 下 部 食 道 括 約 筋 の 圧 力 増
強 を 図 り 、 胃 か ら 食 道 へ の 逆 流 を 防 止 し 、 食 道 嚥 下 運 動 に よ り 拡 径 可 能 な 逆 流 防 止 器 具 を
前 記 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 さ れ る 把 持 鉗 子 に よ り 把 持 さ せ て 、 前 記 ト ン ネ ル 通 路
内 に 挿 入 留 置 し 、
　 前 記 切 開 部 分 を 縫 合 し て 閉 鎖 す る
こ と を 特 徴 と す る 逆 流 防 止 器 具 装 着 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 胃 か ら 食 道 に 胃 液 等 が 逆 流 す る の を 防 止 し 、 飲 食 物 等 の 順 方 向 へ の 流 通 を 可
能 と す る が 、 逆 流 を 防 止 す る た め に 、 消 化 管 の 腔 壁 内 に 装 着 し て 留 置 さ れ る 逆 流 防 止 器 具
及 び そ の 装 着 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 胸 や け に 代 表 さ れ る 逆 流 性 食 道 炎 は 、 胃 液 が 食 道 内 に 逆 流 す る こ と に よ り 生 じ る 胃 ・ 食
道 逆 流 症 (GERD: Gastro esophageal Reflux Disease)で あ っ て 、 慢 性 的 な 咳 ， 喘 息 ， 咽 頭
痛 ， 咽 頭 異 物 感 ， 耳 痛 等 の 症 状 を 惹 き 起 こ す こ と が あ る 。 こ の Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ を 放 置 す る と 、 食
道 腺 癌 の 原 因 と も な る こ と か ら 、 治 療 の 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 。 Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ の 治 療 方 法 と
し て は 、 胃 酸 分 泌 抑 制 剤 等 と い っ た 薬 剤 投 与 に よ る の が 一 般 的 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 食 道 か ら 胃 へ の 入 口 で あ る 噴 門 乃 至 そ の 近 傍 の 体 腔 内 壁 に 膨 隆 部 を 形 成 す る こ
と に よ っ て 、 胃 か ら 食 道 へ の 胃 液 等 の 逆 流 を 阻 止 す る よ う に な し 、 飲 食 物 等 の 順 方 向 へ の
移 動 、 つ ま り 消 化 活 動 に お け る 食 道 か ら 胃 に 向 け て の 流 れ を 許 容 す る よ う に 外 科 的 処 置 を
施 す よ う に し た 医 療 デ バ イ ス が 特 許 文 献 １ に お い て 提 案 さ れ て い る 。 こ の 医 療 デ バ イ ス は
一 対 の ク ラ ン プ 部 材 か ら な り 、 こ の ク ラ ン プ 部 材 に よ っ て 体 内 組 織 の 一 部 を ク ラ ン プ さ せ
る こ と に よ っ て 、 胃 の 内 部 へ の 通 路 に 組 織 の 膨 隆 部 を 形 成 す る も の で あ る 。 ま た 、 特 許 文
献 ２ に は 、 結 紮 縫 合 装 置 を 用 い て 、 食 道 の 胃 へ の 入 口 部 近 傍 の 体 内 組 織 に 吸 引 に よ り 膨 隆
さ せ て 、 こ の 膨 隆 組 織 を 結 紮 縫 合 す る こ と に よ り 食 道 か ら 胃 へ の 通 路 に 絞 り 部 を 形 成 す る
よ う に し た も の も 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ １ １ ６ ９ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ９ ６ ６ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 述 し た 従 来 技 術 に よ る 方 式 の よ う に 、 体 内 組 織 を 膨 隆 さ せ る と 、 体 内
組 織 を 圧 迫 す る こ と に な り 、 血 流 を 阻 害 す る こ と に な っ て し ま う 。 特 に 、 ク ラ ン プ や 縫 合
さ れ る 部 位 が 体 内 組 織 の う ち の 粘 膜 層 だ け で は 十 分 膨 隆 さ せ る こ と が で き な い 場 合 に は 、
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筋 層 ま で 膨 隆 さ せ る こ と に な り 、 患 者 に 対 し て 大 き な ダ メ ー ジ を 与 え る お そ れ が あ る と い
う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 粘 膜 層 と 筋 層 と の 間 に は 粘 膜 下 層 が 存 在 し て お り 、 こ の 粘 膜 下 層 に あ る 空 間
を 形 成 し て も 、 格 別 の ダ メ ー ジ が 生 じ る こ と は な い 。 そ こ で 、 本 発 明 は 粘 膜 下 層 に 着 目 し
て 、 こ の 粘 膜 下 層 の 部 位 に 消 化 管 通 路 を 絞 る 部 材 を 埋 設 す る こ と に よ っ て 、 低 侵 襲 性 で 、
体 内 組 織 に 実 質 的 に ダ メ ー ジ を 与 え る こ と な く 、 胃 ・ 食 道 逆 流 症 の 治 療 等 の た め に 有 効 な
器 具 及 び そ の 装 着 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 逆 流 防 止 器 具 は 、 拡 縮 可 能 な ル ー プ 状 の 可 撓
性 ワ イ ヤ か ら な り 、 両 端 に 球 形 膨 出 部 が 形 成 さ れ て 、 食 道 ま た は 食 道 か ら 胃 へ の 移 行 部 の
粘 膜 下 層 に 形 成 さ れ る 通 路 内 に 埋 設 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 さ れ る 処 置 具 を 用 い て
消 化 管 に 逆 流 防 止 用 の 器 具 を 装 着 す る 方 法 は 、 食 道 ま た は 食 道 か ら 胃 へ の 移 行 部 の 粘 膜 の
一 部 を 切 開 し て 、 粘 膜 下 層 の 部 位 に ト ン ネ ル の 通 路 を 形 成 し 、 両 端 に 球 形 膨 出 部 を 設 け た
ル ー プ 状 の 可 撓 性 ワ イ ヤ か ら な り 、 下 部 食 道 括 約 筋 の 圧 力 増 強 を 図 り 、 胃 か ら 食 道 へ の 逆
流 を 防 止 し 、 食 道 嚥 下 運 動 に よ り 拡 径 可 能 な 逆 流 防 止 器 具 を 前 記 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 内
に 挿 通 さ れ る 把 持 鉗 子 に よ り 把 持 さ せ て 、 前 記 ト ン ネ ル 通 路 内 に 挿 入 留 置 し 、 前 記 切 開 部
分 を 縫 合 し て 閉 鎖 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 に よ り 、 低 侵 襲 性 で あ っ て 、 体 内 組 織 に 実 質 的 に ダ メ ー ジ を 与 え る こ と な く 、 消 化
管 内 に 逆 流 防 止 器 具 を 安 定 的 に 装 着 し て 保 持 さ せ る こ と が で き 、 こ の 消 化 活 動 と し て 、 飲
食 物 等 の 順 方 向 へ の 流 れ を 阻 害 せ ず 、 逆 流 を 有 効 に 防 止 す る 機 能 を 発 揮 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態
に お い て は 、 胃 か ら 食 道 へ の 胃 酸 の 逆 流 を 防 止 す る た め に 、 食 道 か ら 胃 の 噴 門 に か け て の
部 位 に 逆 流 防 止 器 具 を 装 着 し て 留 置 す る 処 置 を 施 す 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま ず 、 治 療 を 施 す べ き 部 位 に つ い て 図 １ に 基 づ い て 説 明 す る 。 同 図 に お い て 、 食 道 Ｅ か
ら 胃 Ｇ の 噴 門 Ｃ に 接 続 さ れ る 通 路 は 、 健 常 者 で あ れ ば 、 横 隔 膜 に よ る 食 道 裂 孔 へ の 作 用 等
に よ っ て 、 常 時 に は 閉 じ て お り 、 食 道 Ｅ 側 か ら 飲 食 物 が 流 入 す る と 、 こ の 通 路 が 開 い て 胃
Ｇ の 内 部 に 取 り 込 ま れ る こ と に な る 。 胃 ・ 食 道 逆 流 症 は 、 図 ２ に 示 し た よ う に 、 仮 想 線 で
示 し た 正 常 な 状 態 か ら 、 食 道 Ｅ か ら 胃 Ｇ へ の 通 路 が 大 き く 開 口 し て し ま い 、 本 来 の 逆 流 防
止 機 能 が 低 下 す る か 、 ま た は 逆 流 防 止 機 能 が 不 全 と な っ た 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る 消 化 管 の 逆 流 防 止 器 具 装 着 方 法 の 一 例 と し て 、 前 述 し た 逆 流 防 止 機 能 を 回
復 さ せ る た め に 、 食 道 Ｅ の 下 部 か ら 胃 Ｇ の 噴 門 Ｃ に か け て の 部 位 に 逆 流 防 止 器 具 を 装 着 し
て 留 置 し て 、 下 部 食 道 括 約 筋 の 圧 力 を 補 強 す る た め に 用 い ら れ る 。 そ こ で 、 胃 ・ 食 道 逆 流
症 の 治 療 を 行 う た め に 用 い ら れ る 装 置 及 び 器 具 を 図 ３ に 示 す 。 即 ち 、 こ の 胃 ・ 食 道 逆 流 症
を 治 療 す る た め に 、 内 視 鏡 １ と 、 局 注 手 段 ２ ， 高 周 波 ナ イ フ ３ ， 掘 進 装 置 ４ 及 び 逆 流 防 止
器 具 ５ が 用 い ら れ る 。 ま た 、 逆 流 防 止 器 具 ５ は 鉗 子 ６ を 用 い て 体 腔 内 に 装 着 さ れ る こ と に
な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 内 視 鏡 １ は 、 体 腔 内 へ の 挿 入 部 １ ０ と 、 こ の 挿 入 部 １ ０ の 基 端 部 に 設 け た 本 体 操 作 部 １
１ と 、 こ の 本 体 操 作 部 １ １ に 接 続 さ れ 、 光 源 装 置 （ 図 示 せ ず ） 等 へ の 接 続 部 と な る ユ ニ バ
ー サ ル コ ー ド １ ２ と か ら 大 略 構 成 さ れ る も の で あ る 。 挿 入 部 １ ０ は 、 本 体 操 作 部 １ １ へ の

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-267999 A 2007.10.18



連 結 部 か ら 大 半 の 長 さ は 挿 入 経 路 に 沿 っ て 任 意 の 方 向 に 曲 が る 構 造 と な っ た 軟 性 部 １ ０ ａ
で 、 こ の 軟 性 部 １ ０ ａ の 先 端 に は ア ン グ ル 部 １ ０ ｂ が 、 ま た ア ン グ ル 部 １ ０ ｂ の 先 端 に は
先 端 硬 質 部 １ ０ ｃ が 連 設 さ れ て い る 。 図 ４ に 示 し た よ う に 、 先 端 硬 質 部 １ ０ ｃ の 先 端 面 に
は 、 照 明 窓 １ ３ 及 び 観 察 窓 １ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 ま た 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ の 先 端
開 口 部 １ ５ ａ が 開 口 し て い る 。 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ は 、 こ の 先 端 開 口 部 １ ５ ａ か ら
挿 入 部 １ ０ の 全 長 に 及 ぶ 通 路 で あ っ て 、 そ の 基 端 部 は 本 体 操 作 部 １ １ に 設 け た 処 置 具 導 入
部 １ ５ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 局 注 手 段 ２ は 、 先 端 に 針 ２ ０ を 設 け た 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ １ の 基 端 部 に シ リ ン ジ 等 の 液 体
圧 送 部 ２ ２ を 連 結 し た も の で あ り 、 こ の 液 体 圧 送 部 ２ ２ に は 体 内 に 注 入 さ れ る 液 体 と し て
の 生 理 食 塩 水 等 が 充 填 さ れ て い る 。 従 っ て 、 液 体 圧 送 部 ２ ２ か ら 生 理 食 塩 水 を 圧 送 し て 、
針 ２ ０ か ら 流 出 さ せ て 、 体 腔 内 壁 を 膨 隆 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 高 周 波 ナ イ フ ３ は 、 先 端 に 針 状 ナ イ フ ３ ０ を 有 し 、 こ の 針 状 ナ イ フ ３ ０ に は ケ ー ブ ル （
図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ て お り 、 こ の ケ ー ブ ル は 可 撓 性 コ ー ド ３ １ 内 に 挿 通 さ れ て い る 。 可
撓 性 コ ー ド ３ １ の 基 端 部 は 操 作 部 ３ ２ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 操 作 部 ３ ２ を 操 作 す る
こ と に よ っ て 、 針 状 ナ イ フ ３ ０ が 可 撓 性 コ ー ド ３ １ の 先 端 か ら 出 没 可 能 と な っ て い る 。 操
作 部 ３ ２ に は ケ ー ブ ル の 端 部 に 接 続 さ れ る 電 極 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 電 極 に 高 周 波 電 源
を 接 続 す る こ と に よ っ て 、 針 状 ナ イ フ ３ ０ に 高 周 波 電 流 を 流 す こ と が で き 、 も っ て 切 開 が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ ら 局 注 手 段 ２ 及 び 高 周 波 ナ イ フ ３ は 内 視 鏡 １ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ に 挿 通 さ
れ る も の で あ る 。 即 ち 、 本 体 操 作 部 １ １ に 設 け ら れ て い る 処 置 具 導 入 部 １ ５ ｂ か ら そ れ ら
の 針 ２ ０ ま た は 針 状 ナ イ フ ３ ０ を 挿 入 し て 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ 内 を 前 進 さ せ て 、
挿 入 部 １ ０ の 先 端 に 開 口 す る 先 端 開 口 部 １ ５ ａ か ら 導 出 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 掘 進 装 置 ４ は 、 曲 げ 方 向 に 可 撓 性 は あ る が 、 腰 が 強 く 、 し か も 弾 性 復 元 力 を 有 す
る 本 体 チ ュ ー ブ ４ ０ の 先 端 は 通 路 形 成 ル ー プ 部 ４ １ と な っ て お り 、 こ の 通 路 形 成 ル ー プ 部
４ １ の 先 端 に は 掘 進 バ ル ー ン ４ ２ が 装 着 さ れ て い る 。 掘 進 バ ル ー ン ４ ２ は 圧 縮 空 気 を 供 給
す る こ と に よ り 膨 張 す る も の で あ り 、 こ の た め に 本 体 チ ュ ー ブ ４ ０ の 基 端 部 に は 掘 進 バ ル
ー ン ４ ２ に 圧 縮 空 気 を 給 排 す る ポ ン ピ ン グ 手 段 ４ ３ が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る よ う に な っ て
い る 。 ポ ン ピ ン グ 手 段 ４ ３ は 手 動 操 作 さ れ る も の で あ る 。 掘 進 手 段 ４ は 、 図 ５ に 示 し た よ
う に 、 内 視 鏡 １ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ に 挿 通 さ れ る が 、 そ の 先 端 の 通 路 形 成 ル ー プ
部 ４ １ は 先 端 硬 質 部 １ ０ ｃ の 先 端 面 に 対 面 す る よ う に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 逆 流 防 止 器 具 ５ は 、 ば ね 性 の あ る 金 属 ま た は 合 成 樹 脂 か ら な る 弾 性 線 材 を リ ン
グ 状 に 巻 回 し た リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０ で 構 成 さ れ る 。 こ の リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０ は 開 放 さ れ た リ ン
グ で あ り 、 そ の 両 端 に は 球 形 膨 出 部 ５ １ ， ５ １ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 リ ン グ ワ イ ヤ ５
０ は 部 分 的 に オ ー バ ー ラ ッ プ し て お り 、 つ ま り １ 周 以 上 の 巻 回 部 を 有 し て い る 。 リ ン グ ワ
イ ヤ ５ ０ は 断 面 が 円 形 の 線 材 か ら 構 成 さ れ る が 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 中 間 部 に は 所 定 の
長 さ 分 だ け 角 形 部 ５ ０ ａ が １ ま た は 複 数 個 所 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ７ に 示 し た よ う
に 逆 流 防 止 器 具 ５ は 鉗 子 ６ の 把 持 爪 ６ ０ ， ６ ０ で 把 持 さ れ る が 、 こ の と き に 角 形 部 ５ ０ ａ
を 把 持 す る こ と に よ り 安 定 的 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 鉗 子 ６ の 把 持 爪 ６ ０ ， ６ ０ は リ ン ク 部 ６ １ に よ り 開 閉 可 能 と な っ て い る 。 そ し て 、 こ の
リ ン ク 部 ６ １ に は 図 示 し な い 操 作 ワ イ ヤ が 連 結 さ れ て お り 、 こ の 操 作 ワ イ ヤ は 可 撓 性 ス リ
ー ブ と し て の 密 着 コ イ ル ６ ２ の 内 部 に 挿 通 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 密 着 コ イ ル ６ ２ の 基
端 部 は 高 周 波 ナ イ フ ３ の 操 作 部 ３ ２ と 実 質 的 に 同 じ 構 成 と な っ て お り 、 こ の 鉗 子 ６ は 従 来
か ら 周 知 の も の を 使 用 す る こ と が で き る も の で あ り 、 従 っ て そ の 詳 細 な 説 明 及 び 図 示 は 省
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略 す る 。 従 っ て 、 鉗 子 ６ を 内 視 鏡 １ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ に 挿 通 さ せ て 、 そ の 先 端
の 把 持 爪 ６ ０ に よ っ て 、 逆 流 防 止 器 具 ５ を 保 持 し た 状 態 で 体 腔 内 に 挿 入 す る こ と が で き る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 装 置 及 び 器 具 を 用 い る こ と に よ っ て 、 食 道 Ｅ の 下 部 か ら 胃 Ｇ の 噴 門 Ｃ に か け て の
部 位 に 逆 流 防 止 器 具 ５ を 装 着 し て 留 置 す る こ と が で き る よ う に な る 。 こ の 逆 流 防 止 器 具 ５
に お け る リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０ は 所 定 の 直 径 と な る 金 属 ま た は 樹 脂 の ワ イ ヤ か ら な り 、 こ の リ
ン グ ワ イ ヤ ５ ０ の 弾 性 力 を 食 道 Ｅ 側 か ら 胃 Ｇ へ の 流 入 物 に 作 用 す る 流 入 圧 で は ル ー プ が 拡
径 す る が 、 そ れ 以 下 の 圧 力 で は 当 初 の ル ー プ 形 状 を 維 持 す る よ う に 設 定 さ れ る 。 従 っ て 、
図 ２ に 示 し た Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ の 箇 所 に お い て 、 粘 膜 Ｍ と 筋 層 Ｎ と の 間 の 粘 膜 下 層 Ｌ に 逆 流 防 止 器
具 ５ を 装 着 す る こ と に よ っ て 、 そ の 治 療 が 行 わ れ る 。 そ こ で 、 こ の 逆 流 防 止 器 具 ５ を 装 着
す る 方 法 に つ い て 、 図 ８ 及 び 図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま ず 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 １ ０ を 、 そ の 先 端 硬 質 部 １ ０ ｃ を 食 道 Ｅ の 下 部 か ら 噴 門 Ｃ に か
け て の 部 位 に ま で 挿 入 さ せ て 、 ア ン グ ル 部 １ ０ ｂ を 湾 曲 操 作 し て 、 先 端 硬 質 部 １ ０ ｃ を 腔
壁 に 対 面 さ せ る 。 こ の 状 態 で 、 液 体 圧 送 部 ２ ２ に 生 理 食 塩 水 を 充 填 し た 局 注 手 段 ２ の 針 ２
０ か ら 処 置 具 導 入 部 １ ５ ｂ か ら 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ 内 に 挿 通 さ せ る 。 そ し て 、 処 置
具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ の 先 端 開 口 部 １ ５ ａ か ら 針 ２ ０ を 所 定 長 さ 突 出 さ せ て 、 腔 壁 に 刺 入
す る 。 こ こ で 、 針 ２ ０ の 刺 入 深 さ は 粘 膜 Ｍ を 通 過 さ せ る が 、 筋 層 Ｎ に 至 ら な い 長 さ と し 、
つ ま り 針 ２ ０ の 先 端 を 粘 膜 下 層 Ｌ に 位 置 さ せ る 。 そ し て 、 液 体 圧 送 部 ２ ２ か ら 生 理 食 塩 水
を 可 撓 性 チ ュ ー ブ ２ １ 内 に 送 り 込 む こ と に よ っ て 、 食 道 Ｅ か ら 噴 門 Ｃ へ の 移 行 部 の 腔 壁 を
膨 隆 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 １ ０ を そ の 位 置 に 保 持 し た 状 態 で 、 局 注 手 段 ２ を 処 置 具 挿 通 チ
ャ ン ネ ル １ ５ か ら 取 り 出 し て 、 こ れ に 代 え て 高 周 波 ナ イ フ ３ を 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５
に 挿 入 す る 。 そ し て 、 こ の 高 周 波 ナ イ フ ３ の 針 状 ナ イ フ ３ ０ を 先 端 開 口 部 １ ５ ａ か ら 突 出
さ せ て 、 膨 隆 さ せ た 粘 膜 Ｍ を 所 定 の 長 さ 分 だ け 切 開 す る 。 た だ し 、 こ の 切 開 部 の 大 き さ は
後 述 す る 通 路 形 成 ル ー プ 部 ４ １ の 先 端 に 装 着 し た 掘 進 バ ル ー ン ４ ２ を 挿 通 す る の に 支 障 を
来 た す こ と が な く 、 し か も 体 腔 内 壁 に 対 す る 侵 襲 箇 所 を 最 小 限 と す る こ と に よ っ て 、 ダ メ
ー ジ を 抑 制 す る 。 切 開 す べ き 部 位 に 予 め 生 理 食 塩 水 を 注 入 す る の は 、 切 開 を す る 際 に 筋 層
Ｎ を 損 傷 さ せ な い た め で あ る 。 な お 、 切 開 時 に 筋 層 Ｎ に ダ メ ー ジ を 与 え る お そ れ が な い 場
合 に は 、 前 述 し た 局 注 を 行 わ な く て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 高 周 波 ナ イ フ ３ に よ る 体 内 腔 壁 の 切 開 が 終 了 し 、 こ の 高 周 波 ナ イ フ ３ を 処 置 具 挿 通 チ ャ
ン ネ ル １ ５ か ら 脱 出 さ せ た 後 に 、 内 視 鏡 １ を 一 度 体 腔 外 に 取 り 出 す 。 こ れ は 内 視 鏡 １ の 処
置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ に 掘 進 装 置 ４ を 装 着 す る た め で あ る 。 掘 進 装 置 ４ は 、 そ の 先 端 側
に 通 路 形 成 ル ー プ 部 ４ １ が 形 成 さ れ て い る の で 、 本 体 チ ュ ー ブ ４ ０ を ポ ン ピ ン グ 手 段 ４ ３
か ら 分 離 し 、 こ の 本 体 チ ュ ー ブ ４ ０ の 基 端 部 を 先 端 開 口 部 １ ５ ａ 側 か ら 挿 入 し て 、 処 置 具
導 入 部 １ ５ ｂ に 送 り 込 む 。 そ し て 、 好 ま し く は 先 端 の 通 路 形 成 ル ー プ 部 ４ １ を 挿 入 部 １ ０
に お け る 先 端 硬 質 部 １ ０ ｃ の 先 端 面 に 当 接 す る よ う に し て お く 。 ま た 、 こ の 段 階 で 本 体 チ
ュ ー ブ ４ ０ の 基 端 部 に ポ ン ピ ン グ 手 段 ４ ３ を 接 続 す る 。 な お 、 予 め 掘 進 装 置 ４ を 組 み 込 ん
だ 別 個 の 内 視 鏡 １ を 用 い る こ と も で き る 。 こ の よ う に し て 掘 進 装 置 ４ を 組 み 込 ん だ 内 視 鏡
１ の 挿 入 部 １ ０ を 再 び 体 腔 内 に 挿 入 し 、 切 開 し た 部 位 ま で 進 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 挿 入 部 １ ０ を 体 腔 内 に 挿 入 す る 際 に は 、 掘 進 装 置 ４ の 先 端 に お け る 通 路 形 成 ル
ー プ 部 ４ １ を 先 端 硬 質 部 １ ０ ｃ の 先 端 面 に 当 接 さ せ 、 か つ そ の 側 方 に 突 出 し な い 状 態 と す
る 。 挿 入 部 １ ０ の 先 端 硬 質 部 １ ０ ｃ が 体 腔 壁 の う ち の 膨 隆 し た 部 位 の 近 傍 に 位 置 す る と 、
本 体 チ ュ ー ブ ４ ０ を 押 し 出 す よ う に 操 作 し て 、 図 ８ に 示 し た よ う に 、 通 路 形 成 ル ー プ 部 ４
１ の 先 端 に お け る 掘 進 バ ル ー ン ４ ２ を 装 着 し た 部 位 を 、 こ の 膨 隆 し 、 か つ 切 開 さ れ た 部 位
Ｐ に 対 面 さ せ る よ う に す る 。 そ し て 、 本 体 チ ュ ー ブ ４ ０ の 基 端 側 に お け る 処 置 具 導 入 部 １
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５ ｂ か ら 外 部 の 導 出 さ れ て い る 部 位 を 軸 回 り に 回 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 通 路 形 成 ル ー プ
部 ４ １ を 側 方 に 突 出 さ せ て 、 そ の 先 端 に 装 着 し た 掘 進 バ ル ー ン ４ ２ を 切 開 部 に 潜 り 込 ま せ
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 状 態 で 、 通 路 形 成 ル ー プ 部 ４ １ の 位 置 を 保 持 し 、 ポ ン ピ ン グ 手 段 ４ ３ を 操 作 す る こ
と に よ っ て 、 掘 進 バ ル ー ン ４ ２ 内 に 圧 縮 空 気 を 送 り 込 む 。 そ の 結 果 、 図 ９ に 示 し た よ う に
、 掘 進 バ ル ー ン ４ ２ が 膨 張 し 、 か つ 前 方 に 突 出 し て 、 粘 膜 Ｍ が 筋 層 Ｎ か ら 剥 離 し て 押 し 退
け ら れ る 。 そ こ で 、 ポ ン ピ ン グ 手 段 ４ ３ を 逆 方 向 に 操 作 す る こ と に よ っ て 、 圧 縮 空 気 を 掘
進 バ ル ー ン ４ ２ か ら 排 出 し て 収 縮 さ せ る 。 そ し て 、 挿 入 部 １ ０ を そ の 軸 回 り に 回 動 さ せ る
こ と に よ り 、 同 図 の 矢 印 方 向 に 押 し 込 む こ と に よ っ て 、 仮 想 線 で 示 し た よ う に 通 路 形 成 ル
ー プ 部 ４ １ の 先 端 に お け る 掘 進 バ ル ー ン ４ ２ の 位 置 が 粘 膜 Ｍ の 剥 離 が 行 わ れ た 長 さ 分 だ け
掘 進 し て 、 ト ン ネ ル 状 の 通 路 が 形 成 さ れ る 。 こ の 状 態 か ら 、 再 び 掘 進 バ ル ー ン ４ ２ を 膨 張
さ せ る こ と に よ り 粘 膜 Ｍ の 剥 離 を 進 行 さ せ 、 掘 進 バ ル ー ン ４ ２ を 縮 小 し て 、 挿 入 部 １ ０ を
回 動 さ せ る こ と に よ り 粘 膜 下 層 Ｌ を 掘 進 し て い く 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 操 作 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 粘 膜 Ｍ と 筋 層 Ｎ と の 間 に ト ン ネ ル 通 路 が 円 環 状 に
連 通 す る ま で 掘 進 す る 。 こ こ で 、 こ の ト ン ネ ル 通 路 は 、 粘 膜 下 層 Ｌ を 押 し 退 け て 粘 膜 Ｍ と
筋 層 Ｎ と の 間 に 生 じ た 空 間 を 形 成 す る だ け で あ り 、 粘 膜 Ｍ に も 、 ま た 勿 論 筋 層 Ｎ に も 何 ら
の ダ メ ー ジ を 与 え な い 。 こ の ト ン ネ ル 通 路 の ル ー プ が 完 成 す る と 、 挿 入 部 １ ０ を 逆 方 向 に
回 動 さ せ て 、 掘 進 し た ト ン ネ ル 通 路 か ら 離 脱 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 １ ０ を 体 腔 内 か ら 取 り 出 す 。 こ の 内 視 鏡 １ か ら 掘 進 装 置 ４ を
取 り 外 し て 、 鉗 子 ６ を 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ に 挿 通 す る か 、 ま た は 他 の 内 視 鏡 １ を 用
い て 、 鉗 子 ６ を そ の 内 視 鏡 １ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ５ に 挿 入 す る 。 そ し て 、 鉗 子 ６ の
把 持 爪 ６ ０ を 先 端 開 口 部 １ ５ ａ か ら 導 出 さ せ 、 こ の よ う に し て 導 出 さ せ た 把 持 爪 ６ ０ で 逆
流 防 止 器 具 ５ の リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０ を 把 持 さ せ る 。 こ の 場 合 、 そ の 角 形 部 ５ ０ ａ を 把 持 さ せ
る と 、 こ の 逆 流 防 止 器 具 ５ を 安 定 的 に 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 １ ０ を 体 腔 内 に 挿 入 す る が 、 こ の と き に は 鉗 子 ６ の 把 持 爪 ６ ０ に
保 持 さ れ て い る 逆 流 防 止 器 具 ５ は 好 ま し く は 挿 入 部 １ ０ の 先 端 硬 質 部 １ ０ ｃ の 先 端 面 に 当
接 さ せ る よ う に な し 、 か つ こ の 先 端 面 か ら で き る だ け は み 出 さ な い よ う に す る 。 こ れ に よ
っ て 、 挿 入 部 １ ０ の 先 端 硬 質 部 １ ０ ｃ を 円 滑 か つ 確 実 に 治 療 す べ き 部 位 、 つ ま り 切 開 さ れ
る と 共 に 、 ト ン ネ ル 通 路 が 形 成 さ れ て い る 部 位 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 鉗 子 ６ の 把 持 爪 ６ ０ を 挿 入 部 １ ０ の 先 端 面 か ら 突 出 さ せ て 、 逆 流 防 止 器 具 ５ に
お け る リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０ の 一 方 の 球 形 膨 出 部 ５ １ を 切 開 部 に 挿 入 し て 、 ト ン ネ ル 通 路 内 に
押 し 込 む よ う に 操 作 す る 。 こ こ で 、 逆 流 防 止 具 ５ は 、 球 形 膨 出 部 ５ １ か ら ト ン ネ ル 通 路 に
導 か れ る の で 、 筋 層 Ｌ に 刺 し 込 ま れ た り 、 粘 膜 Ｍ を 破 損 さ せ た り す る こ と が な く 、 円 滑 に
ト ン ネ ル 通 路 を 進 行 す る こ と に な る 。 そ し て 、 図 １ ０ に 示 し た よ う に 、 リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０
に お け る 他 方 の 球 形 膨 出 部 ５ １ ま で ト ン ネ ル 通 路 に 完 全 に 埋 入 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 食
道 Ｅ か ら 胃 Ｇ へ の 移 行 部 に 逆 流 防 止 器 具 ５ が 装 着 さ れ た こ と に な り 、 挿 入 部 １ ０ を 体 腔 か
ら 引 き 出 す こ と に よ っ て 、 こ の 逆 流 防 止 器 具 ５ が 留 置 さ れ る 。 そ し て 、 逆 流 防 止 器 具 ５ が
ト ン ネ ル 通 路 に 完 全 に 埋 設 し た 後 に 、 粘 膜 Ｍ に お け る 入 口 部 分 を 縫 合 す る こ と に よ っ て 、
こ の 逆 流 防 止 器 具 ５ は 体 内 に 留 置 し た 状 態 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 逆 流 防 止 器 具 ５ は 食 道 Ｅ か ら 胃 Ｇ へ の 通 路 を 絞 る 機 能 を 発 揮 す る も の で あ り 、 従 っ て そ
の リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０ の 直 径 を 適 宜 設 定 す る こ と に よ っ て 、 こ の 通 路 は ほ ぼ 閉 じ た 状 態 、 つ
ま り 体 内 壁 に 隙 間 が 殆 ど な い 状 態 に す る こ と が で き 、 も っ て 下 部 食 道 括 約 筋 の 圧 力 に 対 す
る 補 助 機 能 を 発 揮 し 、 胃 Ｇ の 噴 門 Ｃ か ら 食 道 Ｅ の 下 部 に 向 け て の 胃 液 等 が 逆 流 す る の を 防
止 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０ の 自 由 状 態 で の 直 径 を １ ０ ｍ ｍ 程 度
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と す る こ と に よ っ て 、 こ の 逆 流 防 止 機 能 が 十 分 発 揮 す る よ う に な る 。 ま た 、 掘 進 手 段 ４ の
通 路 形 成 ル ー プ 部 ４ １ も 、 逆 流 防 止 器 具 ５ と 同 様 に ル ー プ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の
ル ー プ 形 状 は 必 ず し も 一 致 さ せ る 必 要 は な い が 、 通 路 形 成 ル ー プ 部 ４ １ は 挿 入 部 １ ０ の 先
端 硬 質 部 １ ０ ｃ の 前 面 に 位 置 さ せ た 状 態 で 体 腔 内 に 挿 入 す る こ と か ら 、 こ の 先 端 硬 質 部 １
０ ｃ の 側 方 に 突 出 し な い よ う に 保 持 す る 方 が 望 ま し い 。 従 っ て 、 こ の 通 路 形 成 ル ー プ 部 ４
１ の 直 径 も リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０ と ほ ぼ 同 じ 直 径 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 逆 流 防 止 器 具 ５ の 装 着 に よ っ て 、 食 道 Ｅ 側 に 逆 流 さ せ な い よ う に す る が 、 嚥 下 ， 蠕 動 運
動 を 含 む 消 化 活 動 に 基 づ く 飲 食 物 等 の 順 方 向 の 流 れ 、 つ ま り 食 道 Ｅ か ら 胃 Ｇ へ の 流 れ を 許
容 す る も の で あ る 。 こ の た め に 、 飲 食 物 等 を 胃 Ｇ に 送 り 込 む た め の 動 き が あ れ ば 、 前 述 し
た 逆 流 防 止 器 具 ５ を 装 着 し た 絞 り 部 が 開 く よ う に な る 。 こ の た め に は 、 リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０
が 拡 径 し な け れ ば な ら な い が 、 リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０ は 適 度 な 弾 性 を 有 し て い る の で 、 こ の 胃
Ｇ へ の 飲 食 物 等 を 取 り 込 む 消 化 活 動 に は 支 障 を 来 た す こ と は な い 。 ま た 、 リ ン グ ワ イ ヤ ５
０ の 両 端 部 に は 球 形 膨 出 部 ５ １ が 設 け ら れ て い る の で 、 そ の ル ー プ 部 分 が 拡 縮 す る 動 作 を
円 滑 か つ 安 全 に 行 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の た め に 、 逆 流 防 止 器 具 ５ を 構 成 す る リ ン グ ワ イ ヤ ５ ０ は 、 そ の 素 材 と し て は 金 属 製
ま た は 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 製 の も の で あ っ て 、 逆 流 防 止 機 能 を 発 揮 す る の に 必 要 な 腰 を 備 え
、 し か も 飲 食 物 等 の 食 道 か ら 胃 Ｇ へ の 取 り 込 み に 必 要 な 可 撓 性 を 有 す る フ ッ 素 樹 脂 ， ス テ
ン レ ス ， チ タ ン 等 で あ っ て 、 線 径 が １ ． ５ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ 程 度 の も の と す る の が 好 ま し い 。
し か も 、 炎 症 反 応 に よ り 組 織 に 癒 着 す る こ と が な い も の で あ り 、 発 が ん 性 の な い も の を 用
い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 逆 流 防 止 器 具 ５ は 、 粘 膜 下 層 Ｌ に ト ン ネ ル 通 路 Ｔ を 形 成 し て 、 こ の ト ン
ネ ル 通 路 Ｔ 内 に 挿 入 す る も の で あ り 、 体 内 組 織 、 特 に 筋 層 Ｎ に 対 す る 損 傷 や 圧 迫 等 を 実 質
的 に 生 じ さ せ る こ と は な く 、 し か も 体 内 組 織 に お け る 侵 襲 部 分 は 最 小 限 に な る 。 従 っ て 、
Ｇ Ｅ Ｒ Ｄ の 治 療 を 受 け る に 当 っ て 、 患 者 の 負 担 は 極 め て 軽 微 な も の と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 胃 及 び 食 道 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 胃 ・ 食 道 逆 流 症 を 模 式 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 と し て 、 胃 ・ 食 道 逆 流 症 の 治 療 を 行 う 際 に 用 い ら れ る 装 置
及 び 器 具 を 示 す 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 内 視 鏡 の 挿 入 部 に お け る 先 端 部 分 の 概 観 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 掘 進 装 置 を 内 視 鏡 に 装 着 し た 状 態 を 示 す 要 部 概 観 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 逆 流 防 止 器 具 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 逆 流 防 止 器 具 を 鉗 子 に 保 持 さ せ て 、 内 視 鏡 に 組 み 込 ん だ 状 態 を 示 す 要 部 概 観 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 掘 進 作 動 開 始 状 態 を 示 す 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ト ン ネ ル 通 路 を 掘 進 し て い る 状 態 を 示 す 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 逆 流 防 止 器 具 を 装 着 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ 　 内 視 鏡 　 　 　 ２ 　 局 注 手 段
３ 　 高 周 波 ナ イ フ 　 　 　 ４ 　 掘 進 装 置
５ 　 逆 流 防 止 器 具 　 　 　 ６ 　 鉗 子
１ ０ 　 挿 入 部 　 　 　 １ ０ ｃ 　 先 端 硬 質 部
１ ５ 　 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル
１ ５ ａ 　 先 端 開 口 部 　 　 　 １ ５ ｂ 　 処 置 具 導 入 部
２ ０ 　 針 　 　 　 ２ １ 　 可 撓 性 チ ュ ー ブ
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３ ０ 　 針 状 ナ イ フ 　 　 　 ３ １ 　 可 撓 性 コ ー ド
４ ０ 　 本 体 チ ュ ー ブ 　 　 　 ４ １ 　 通 路 形 成 ル ー プ 部
４ ２ 　 バ ル ー ン 　 　 　 ４ ３ 　 ポ ン ピ ン グ 手 段
５ ０ 　 リ ン グ ワ イ ヤ 　 　 　 ５ ０ ａ 　 角 形 部
５ １ 　 球 形 膨 出 部 　 　 　 ６ ０ 　 把 持 爪
Ｅ 　 食 道 　 　 　 Ｇ 　 胃 　 　 　 Ｃ 　 噴 門
Ｍ 　 粘 膜 　 　 　 Ｎ 　 筋 層 　 　 　 Ｌ 　 粘 膜 下 層

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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